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■研究課題 ■

教職員の人間性と専門性を高め,意識改革を促す現職教育と校長の在り方

分科 曾 の趣 旨

教育を取 り巻 く環境が大きく変化す る中で,

国民の学校教育に対する期待に応えるためには.

しなやかな知性 と豊かな人間性 をもつfど もの

育成を目指 し、教育活動 の直接の担 い手である

教職 員が資質 ・能 力をよ り ・層高め、教育 力を

向上 させる ことで揺る ぎない信頼を確立す るこ

とが求められ る。教職員は子 どもの人格形成に

大 きな影響を与える存在である。

これか らの教職員に必要 とされる指導力は,

教科指導 ・生徒指導 ・学級経営等の能力に加え

危機管理能力や保護者等への対応力等を も含め

た総括的な指導力であ り,児 童や学校 ・地域の

実情に合わせて柔軟かつ創造 的に指導内容 ・方

法を選択 し,指 導 の充実 を図っていく能力であ

る。 加えて,教 職 に対す る強い情熱 をもち,教

育の専門家として の確かな力量を身に付けなけ

れば ならない。

そのために,今,教 育現場が直面する課題を

解決する中で,教 職員 ・入 ・人が自信 と意欲を

もって教育実践に取 り組むための研究 ・研修体

制の確立が求め られている。

また,教 職員の資質 ・能力の向上と同時 に学

校活性化や経営方針の具現化と改善 を図 り,次

代の学校経営のために,校 長は日常の教職員相

互の関わ りの中で実践的な指導力が発揮で き,

しかも将来 の管理職人材 となるべき教職 員や組

織を育成す ることが求め られている。

本分科会では,教 職 員の資質 ・指導 力の向上

を図 り,展 望や参画意識 をもたせ,学 校の教育

力を向上させる研究 ・研修体制の確立 と学校の

中核 を担うミ ドル リーダーや次代の学校経営を

委ね る管理職 人材 を.校 長と して学校現場にお

いて育成 してい くための具体的方策 を明 らかに

する。

リーヴーシッつの祖点

(1)教 職員 としての資質や能力を高め,指 導力

と意識改革を促す研修の充実

学校の教育力を高める要は,個 々の教員の

指導 力の向 上と共通 の目標の達成 に向けて機

能する教員集 団を育成する ことである。教員

の資質 ・指導 力向F.の ためには,職 場 の同僚

同十のチームワー クや学び合いによる全員の

レベルア ップを図る視点 と,個 々の教員の能

力向r.を 図る視点の両方を適切 に組み合わせ

ることが重要 である。 また,絶 えず実践の中

か ら成果と課題 を検証 し改善して いく体制を

整えていくことが必要である。

校長は,教 員一一人 ・人の意識改革を促 し,

学校教育 日標 の実現 に向けて、 自校の実態や

日指す姿 を明 らかにしなが ら,重 点課題を絞

り,教 員の資質 ・能 力が高まる校内研修体制

の在 り方 を追求 して いかなければな らい。

このよ うな視点か ら,教 員の資質 ・能力の

向上を目指す校内研修の推進、展望や参画意

識 をもたせる研修 を推進 してい くための校 長

の果たすべき役割 と指導性 を究明する。

(2)確 かな展望 と変化の時代 に対応 でき,次 代

の学校 を坦 うミ ドル リーダーや管理職の育成

次代 を担 う人材に求め られる資質 ・能 力は

社会性,人 間関係調整力,コ ミュニケー ショ

ンカ,行 動力,判 断/1な どの柔軟かつ迅速な

対応力と豊かな人間性であ り、確かな展望と

学校経営者 としての確固たる信念である。

管理職を 目指す人材の減少が課題 とな りつ

つある今,変 化の時代の学校経営を担 う人材

の育成は、急務である。 こうした状況の中で、

管理職 を担 いうる人材の発掘 と意図的 ・計画

的な育成のために校長が果たすべき役割 と指

導性を究明す る。
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創造性豊かで使命感に満ちた学校運営のための

教職員の資質向上 ・意識改革を高める現職教育と校長の在り方

旭川地区 旭川市立雨紛小学亦交 荒 木 豊 志
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社会のめまぐるしい変貌と教育界をめぐる様々な
変革の中にあって,今 こそ価値観の多様化や時代の

要請に的確に応える流行と時代を超えても変わ らな
い不易を見極めなが ら確かな学校づくりを推進する

ことが重要である。
「新学習指導要領」が全面実施されてか ら3年 目

を迎えた。各学校においては,「 生きる力」の理念

を再認識 し,こ れからの 「知識基盤社会」を生き抜
いていく子どもたちが高い知力を身に付け,H本 人

としての誇 りと夢や希望をもち続けることができる

教育活動を展開しなければならない。そのためには,
様々な研修を通 して,教 職員の資質向上や意識改革
を図るとともに,・ 人 一人の経営参画意識を高揚さ

せる必要があ り,校 長の強いリーダーシップの発揮
が求め られている。

また,学 校を取 り巻 く教育環境は,今 後も激変す

ることが推測される。そのような中,今 日的教育課

題を解決するためには,教 職員一人一人の指導力や
実践力を高めることが最重要課題である。さらに,

経験豊かな教職員が大量退職する時代を迎えること
か ら,こ れまで以上に教育に対する高い意欲 と指導

力を有するミドルリーダーや管理職を育成する必要
があ り,組 織的に見通しをもった取組をしていかな
ければならない。

旭川市小学校長会では,旭 川市の教育行政方針を
受け,「信頼 される学校づくり」 に向けた 「学校運

営の円滑化 と厳IEな 職務の遂行」 「教職員の特性を
生か した信頼関係 を基盤とした協働体制の確立」
「教職員の資質向上を図る各種研修な どへの適正な

対応」のため,教 育行政と連携を強化し 「現職教育」
の充実に努めてきた。

具体的には,年 度の活動計画の重点に 「信頼と秩
序に基づ く調和のとれた学校運営の推進」を掲げ,
「経営参画意識を促す意識改革の確立」 「ミドルリー

ダーを中心とした協働体制の活性化と後継者育成の

取組強化」 「校内研修の充実 ・各種研修会 ・研究会
への教職員の積極的参加の奨励1を 行い,学 校運営

の正常化 ・円滑化を目指す厳正な職務遂行や教職員
の経営参画意識の高揚について,成 果を上げてきた。

旭川市小学校長会では,組 織的かつ継続的に研究
に取 り組み,「 現職教育」についてアンケー ト調査
などで成果や課題 を焦点化 し,再 検証した。また,

全連小,道 小の調査や研究成果 ・課題を踏まえ,教
職員の資質向上や意識改革に資する校長の指導の在
り方について研究を深めた。

璽 研 究 のi!l11/

1旭 川市小学校長会の取組

「提 言1教 職員としての資質や能力を高め
,指

[導 力向上と意識改革を促す研修の盤 一一」

校長 は,学 校教育の直接 の担 い手で ある教職 員 ・

人一人 に,「 生 きる力」 を育むための経営の重点や

具体的方策 を明確に示 しなが ら,課 題解決に向けた

校 内研修体制 を確 立 しなければな らな い。

そ のため には,協 働体制 を整備 し,研 修 を活性化

させ る必要がある。更 に教職 員に対 して,ラ イフス

テー ジに応 じた力里形成 の重要性 を示 し,一 人一人

が経営参画意識を もつ とともに,教 師の 人間性 ・専

門性 を高め,指 導 力を向上 させてい くことが重要で

ある。

以上の ことを踏 まえ,旭 川市小学校 長会では資質

や能力 を高める研修 の充実 に取 り組んでいる。

提言2変 化の時代に対応し,確 かな展望をもっ
て次代の学校を担うミドルリーダーや管
理職の人材育成

新 しい時代 の教育 の創造が求め られ ている今,教

職 員としての使 命感 に基づ いた職務 への 白覚 と意欲
は もとよ り,変 化 の時代 に対応 した資質 ・能 力の向

上が不可 欠である。

そのためには,教 育内容や教育活動 の充実,様 々

な教育課題 な どに関する意図的 ・計 画的な実践が重

要である。

そ こで,旭 川市小学校 長会では,こ れ らを踏 まえ,

次世代の リーダー となるべき人材 の育成や発掘 を行

うな ど,子 どもが 育ち教 職 員も育つ学校づ く りを推

進 している。

2提 言内容

提言1教 職員としての資質や能力を高め,指
導力向上と意識改革を促す研修の充実

(1)学 力向上 ・基礎 基本 の定着 を図 るための校 内

研修の 充実

① リーダーシ ップ発揮 の視点
ア 「研 修の質 の改 善」 「教育 課題の解決 を

目指す研修 の充実」 を重視 した取組

イ 実効性 のある研修 にするための 「地域 ・

関係機 関 との連携」の活用

② 実践 ・改 善策

ア 校内研修 を進 めるにあた り,授 業実践 を

最優 先 している。その ことによ り,教 職 員

間で課題 を共有化 し,協 働 体制による研修

綿
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活動につ ながって いる。

イ 管理職 か らの豊かな経験に裏打ち された

助言を機 に応 じて行 うことによって,層

焦点化 した研修 とな っている。

ウ 児童の実態 を的確 に捉える資料 として,

全国学 力 ・学習状況調査の詳細 な結果の分

析 も欠かす ことがで きない。

③ 成 果

ア 互いの授業の良さや アイデ ィアを共有で

き,指 導 力向 ヒを図 ることがで きた。

イ 学習規 律の共有化や徹底が授業改善に効

果的に作用 した。

ウ 各 自の熱意 と技績 を出し合 い,協 働体制

で取 り組めた。

④ 課 題

ア 課題に対する教職員の意uに 開 きがあ る。

イ 教師の力量,と りわ け板書,ノ ー ト指導

な ど基礎的な指導技術 に差が 見られる。

ウ 児童の実態をいか に自校の課題 として捉

えるか.全 教職 員による共通理解 を図る必

要があ る。

⑤ 考 察

ア 校内研 修充実 のた め.校 長 は 「研修の質

の改善」 「教育課題の解決」に リーダー シッ

プを発揮 している。 このことが各校の学 力

向上に向けた研修 の充実 につなが っている。

イ 教師 力の向 ヒや 全国学力 ・学習状況調査
の分析 をもとに した研修の充実が図 られ,

外部か らの評価や アンケー ト調査の活用,

管理職か らの適切な指導 ・助言 によ って,

教職員の意識改革や更 なる意欲の向上が図

られた。

〔2}学 力向上 を踏 まえたキ ャリア教育の充実を図

る リーダー シップの発揮

① リーダー シップ発揮 の視点
ア 「キ ャ リア教 育の全体計画 の作成」 「校

内推進体制の整備」 を通 した研修への取組

イ 確かな学力の基礎 づ くりや体験活動の充

実 に向 けての,地 域や 関係機関 との連携重

視

② 実践 ・改善策

ア 研修 にお いて,教 育全体 を見通 したキ ャ

リア教育の意義 を共有化 した り,「 マイノー

ト」 につ いての研修 を深めた りす ることに

よって,具 体的な実践 へとつなげて いる。

イ 学校便 りな どを活 用 して家庭や地域住民

に周知す ることによって,学 力向Fに 向け

ての理解 を広げている。

③ 成 果

ア 学 力向上を 口指す 視点でのキ ャ リア教育

の意義やね らいについて,教 職 員の共通理

解 と意識改革が進 んだ。

イ キ ャ リア教育の視点 に立 った教 育課程全

体の見直 しや再編 を進 める ことがで きた。

ウ 「学習 への見通 し」 「学 習の振 り返 り1
の活動 を大切に した学 習過程 と問題解決的

な学習 による学ぷ意欲 の向rが 図 られた。

④ 課 題
ア キ ャ リア教育の内容や位 置付けについて

の理解や意識の個人差 が大 きい。

イ 学校全体での重点 化 した取組が必要であ
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る。

ウ キ ャリア教育 の視点 を踏 まえたよ り ・層

の授業 改善を図 る必要がある。

⑤ 考 察
ア 各校 におけるキャリア教育の意義やね ら

いが教育課程全体 に浸透 しているが,各 教

育活動 の実践 にまでつなげる必要がある。

イ キ ャリア教 育の意義やね らいを 日々の授

業改善に活か した り,家 庭や地域に伝えた

りする ことが,学 力向上 につながる。

提言2変 化の時代 に対応 し,確 かな展望をもっ

て次代 の学校 を担 うミ ドル リーダーや 管

理職の 人材育成

{P柔 軟かつ迅速 な対応 力と豊かな人間性 を有す

るミ ドル リーダーの育成

① リーダーシ ップの発揮 ・実践

ア 教師 の 自由な 発想 を理解 し.多 彩 なアイ

デ ィアを取 り入れ,学 校改善 に生か してい

る。

イ 学校運営 委員 会を機能 させ,喫 緊の課題
に対する方 策や 重点 目標の達成状況な どの

検討や経営 参画意識 の醸成 を図 って いる。

ウ 近隣の学校 の校長が連携 を取 り合 い,1{

任 レベルの研修 会を開催 して いる。

② 成 果

ア 前年度踏 襲型 か ら,新 しい発想を取 り入

れた実 践がみ られ た。

イ 任せる ことによ り責任感が育ち,自 分の

仕事だけでな く全体 のバ ランス を考 えた実

務に結び付いてきた。 また,学 校に活 力を

もた らす とい う自覚 と指導性が発揮 されつ

つあ る。

ウ 近隣校の主任が集まった研修会や教頭会

との連携に取 り組むことで,相 互の実践や

課題 を共有 し,自 校 のよさや改善点 に気付
くよ うになってきた。

③ 課 題

ア ミ ドル リーダーが上体的 にアイデ ィアを

出 し考 えて活動 する ことは,学 校改善には

大きな カになるが,組 織 力と して高めてい

く必要がある。

イ 適材 と考 えた人材が期待 どお り成長でき

るよ う,校 長 としての指導性が今後 ますま

す重要 になって くる。

ウ ミ ドル リーダーに業務が集 中し,加 重負

担が 大き くな らない配慮が必要があ る。

④ 課題解決のための方策

ア 魅h的 な理念 ・ビジ ョンを校長が示 し.

同 じ組織の構成 員 としての 同僚性を基盤に

全教職 員が共有 するように努め る。

イ リーダーの多様な提案 を受 け止め,明 確

な意志決定 と全教職 員が確実 に理解 し,確

実に実施できるよ うに適宜,指 導 ・助言に

努め る。

ウ ロ常か ら褒め,励 ま し,自 信 と満足感を

もたせる。

⑤ 考 察
ア ミ ドル リーダーになるべ き人材の発掘 と

資質 ・能力を引き出す ため の環境づ くりが

大切である。

イ リーダー となるべき人材 との良好な信頼
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関係づくりが,最 も重要かつ最短のリーダー

育成 につなが る。

幽

(2)管 理職を目指す人材の発掘 と意図的 ・計画的

育成
① リーダーシップの発揮 ・実践

ア 校務分掌を 「適材適所か ら適材育成へ」
の観点で行い,見 通 しをもって意図的 ・計

画的に管理職候補 者を育成 している。
イ 学校職員評価制度の活用,OJTの 組織

的活用,コ ミュニケーションを重視 した対

象教職員への指導 ・助言をきめ細かく行い
ながら,人 材育成を進めている。

ウ 地区校長会,教 頭会での 「学校経営研修

会」への参加奨励,校 長間の情報連携によ
る人材育成(人 材交流)を 積極的に図り,

適齢期の教職員白らがキャリアアップを進
められるように配慮している。

② 成 果
ア 適齢期の教職員個々が,白 らのキャリア

アップを図ろうとする意識が強 くなってき

た。

イ 経営参画を通して,意 識の変化が見られ,

管理職を目指す人材育成につながっている。
ウ 校長の学校経営方針を浸透させる重要な

役割を担いながら,白 らの経営感覚を磨く
経験を積むことができている。

③ 課 題
ア 学校経営に魅力を感じなかったり,他 人

事という意識だったりする教職員を意識変

革させる方策を意図的,計 画的により 層
進めていく必要がある。

イ 校長間のネットワークを活用して,人 材

交流を図り,人 材育成を更に組織的に進め
ていくことが重要である。

ウ 個人的な家庭事情などの困難点の解消や

将来,管 理職を目指すことを容易にさせる
環境づくりに努めることが重要である。

④ 課題解決のための方策
ア 地区ごとの学校経営研修会の充実,お よ
び教務主任研修会などの計画化 と適齢期の

教員への積極的な参加奨励を図る。
イ 校長同士の情報連携をより一層大切にす

るとともに,意 図的 ・計画的なOJTの 推

進による人材育成に努める。

ウ 個々の教職員のライフステージを意識し
た5年 後10年 後の自分像を描かせ る校長
としての適切な指導 ・助言を重視する。

⑤ 考 察
ア 児童を取り巻 く課題の多様化に対応した

学校としての組織力の向上と管理職(校 長 ・
教頭)や 主幹教諭を日指す人材の育成は,

学校教育の質的向上と信頼される学校づく
りに直結していくものである。

イ 困難を乗り越える創意工夫ある学校経営
により,管 埋職としての生きがい(魅 力,

喜び)を 成果として示すことが,新 たな管
理職候補を生み出す原動力となる。

国 養 ζめ、
現在,北 海道教育の抱える様々な課題の中で,学

力向上に向けた教育課程の編成 ・実施 ・改善が最重
要課題となっている。それを解決するには,教 職員
の資質能力の育成が極めて重要であり,教 職員一人
一人の意識改革や協働体制の確立

,教 師力の向上が
不可欠である。

また,こ れまで都市部を中心として課題となって
きている管理職の世代交代に伴う人材育成や学校経

営の円滑な推進においても,校 長はこれまで以上に
強力なリーダーシップを発揮 して着実な成果につな
げていかなければな らない。

旭川市小学校長会では,組 織的な取組によって多

面的な学校改革を図 り,自 らの学校経営を確固たる
ものにしてきた。

このような旭川市小学校長会の取組によって,会

員 ・人一人が適切な課題意識をもち,保 護者や地域
に信頼される学校づくりに成果を上げてきた。

終わ りに,旭 川市小学校長会が推進してきた多様
な取組の成果と課題を明らかにして更なる充実 ・発

展を期 していきたい。

1成 果

(1)昨 年度 までの研究実践 で,校 長が学校 の課題

と具体的改善策 を明確 に示す ことによって,教

職 員一人一人が 自ら課題意識や使 命感を もち,

白ら解決 を図る ことがで きるようになった。

今年度の継続研究においても,学 力向上やキャ

リア教育 に関わ る研修で各 自が課題意識 を もっ

て意欲的 に取 り組み,学 校組織の充実 と活性化

にっながった。

(2)自 校 の課題 を的確 に判断 し,重 点化 した取組

を推進す るにあた り,ミ ドル リーダーに求 め ら

れる資質 ・能 力を引き出す ことによって,同 僚

性 が機能 し,よ り一層組織的な研修活動が行わ
れるよ うにな った。

(3)今 回の調 査を実施 した ことによって,研 修の

内容や方法 を工 夫 ・改善す る必要性 を会員間で

共有 し,創 造的で 円滑な学校運営 のため の教職

員の資質 向上や意識改革の視点 を明 らか にする
ことがで きた。

(4)校 長の リーダーシ ップの発揮 によって,指 導

体制が確立 し,共 通 理解 に某つ く学校運営の改

善を着実 に進める ことができた。

2課 題

(1)組 織体として創意にあふれる豊かな教育活動
を推進するため,分 掌間連携など,学 校運営体

制を工夫するとともに,教 職員個々の実践的指
導力の向上と組織力の強化を図る必要がある。

(2)今 回の旭川市小学長会全会員を対象としたア
ンケー ト調査の結果か ら,各 校における課題や

具体的な解決のための方策に違いが読み取れる。
今後 も校長会が組織として有効に機能 し,会 員

相互の連携を図り,よ りよい学校改善につなげ
ていく必要がある。

繕


